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マンガン団塊の産状を示す海廣写真

中部太平洋における白嶺丸調査航海GH76-1で水深5,780mの深海

底を海底カメラで撮影したものである.黒色のマンガン団塊が海底を

文字通りびっしりと敷きつめた様子カミ観察できる､団塊の間を埋める

白っぽい部分は瀦海粘土堆積物である.よく気を付けてみると団魏や

粘土堆積物の表面に曲りくねった棒状のペレット斑紋状の付着体な

どあり暗黒沈黙の深海底にも底生生物の活動ポあることがうかがえる.

上方の円形の器具はカメラの支持枠に吊されたコンパスで直径カミ約10

CInある.それカ茎海底に当ると泥煙カミまき上る.マンガン団塊は通

常海底表面のみに存在しこの写真の場合だと実際のサンプリングで

30kg/m2という高濃集量であること沸確認された.マンガン団塊の

研究は最近世界的に盛んになってきたカミその分布や成因はまだよくわ

カミっていない.カメラやテレビによる海底観察はその研究上貴重な

情報源のユつである.
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